
自民党文化芸術懇話会における言論・報道弾圧と沖縄県民に対する 

偏見と侮蔑発言の撤回と謝罪を求める抗議声明 
 
 6 月２５日に自民党本部で開かれた、同党若手議員で構成する「文化芸術

懇話会」主催の勉強会で、沖縄に対する誤解と偏見に基づく誹謗中傷、報道機

関を威圧したりする発言が複数の参加議員と講師から出されたことが判明した。

自民党は２７日、同懇話会の木原稔代表の責任を重く見て、同党青年局長を解

任して、事態のもみ消しを図ろうとしているが、「沖縄の新聞社２紙をつぶさな

いといけない」とか「マスコミを懲らしめる」「基地の地主は大金持ち、基地が

なくなったらえらいことになる」「沖縄の米兵レイプより県民のレイプが多い」

などの発言は沖縄と報道の自由に対する威圧そのものであり、民主主義の根幹

にかかわる問題であり、絶対に座視できないものである。 
安倍晋三首相は２６日、安保関連法案を審議する衆議院特別委員会で「事実

であるとすれば大変遺憾だが、行政府の責任者としてだれがどう発言したのか

報告するのは難しい」と事実の究明に否定的である。発言者への処分について

も「私的な勉強会」として否定した。 
自民党勉強会での若手議員と講師の百田直樹氏の沖縄に対する偏見と誤認の

基づく発言は、安保法制関連法案の国民世論の支持が低迷、今国会での強行成

立に反対意見が多いことは「マスコミの偏向報道」にあるとか、沖縄の辺野古

新基地建設がオール沖縄県民の反対ですすまないことに、政府自民党が苛立ち

を隠していないことの現れでもある。 
勉強会には首相側近の加藤勝信官房副長官らが参加しており、同じ２５日に

開催を予定していた自民のリベラル系議員の勉強会には党執行部は「時期が悪

い」と開催を事実上つぶしている。自民党の言論・表現、報道の自由に対する

異論を封じ込める姿勢は、安倍政権下で露骨になっている。 
昨年末の衆議院選挙前、テレビ各社への選挙報道の公正中立を求める文書を

送付したり、今年４月には党幹部がテレビ朝日とＮＨＫの幹部を呼びつけ、報

道番組の内容について事情を聞くなど、暗に威圧をかけている。 
そもそも新聞、テレビの報道機関に求められている社会的使命は権力の横暴

のチェックであり、社会の少数意見、弱者の立場からの目線である。新聞が社

会の木鐸といわれている所以である。今回の自民党の勉強会で相次いでだされ

た暴言は、国会で多数の議席を保有する自民党の数のおごりであり、少数意見

をつぶし、沖縄の世論を踏みつけにしてもかまわないという独裁政治の現れで

ある。民主主義を守る立場から看過できない。 
 憲法で保障されている表現の自由、報道の自由、住民自治の尊重を否定する

自民党文化芸術懇話会の勉強会での事実関係の究明を行い、言論・報道弾圧と

沖縄県民に対する偏見と侮蔑発言の撤回と謝罪を求める抗議するものである。 
 以上、人権連福岡県連第１２回大会の名において抗議声明とする。 
２０１５年６月２８日 
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藷鑓璽審議嬬（83）の声
F安全保障法制について、自衛隊員の家

族が不安な思いもちしているのを新聞で読 i

み、私も声を上げなければと考えた。

ふりかえれ拭満州事変に始まるお年戦
警の末期私の住吉小さ蕩芦では戦地に
赴いた右者た勺が話木の相で帰ってきた。

題りの大人たちも、親も教師も誰一人とし
て反戦の声をあげなかった。沖縄匂涼1、
各地の空襲。戦争は310万人もの命を奪い～

詰笠宮きもの他冨の人々の命と暮らしをも

実戦を経験せず、おそらく戦場にi討すか
ない人たちが、平和への賓献となどという
巧みな言葉で戦争へとつながる戸路を定
めようとしている。私は絶対に反対である。
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